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津軽塗 ～青森刑務所～

　津軽塗は，江戸時代元禄年間から約360年にわたり，津軽の生活とともに

受け継がれ，1975年には，国の伝統的工芸品に指定されました。塗り，研ぎ，

磨きを繰り返して，40以上もの長い工程を経て完成されます。唐塗，ななこ塗，

紋紗塗，錦塗の伝統的な４つの技法をもとに，現代では，様々な色の漆を使い，

自由な発想で幅広い作品が作られています。





　新潟刑務所では，乾漆（かんしつ）と木彫堆朱（きぼりついしゅ）の２種類

の技法を使って，漆器を製作している。

　乾漆技法とは，白鳳時代，唐招提寺の鑑真和上像や興福寺の阿修羅像が

作られた脱活乾漆像にそのルーツがある。具体的には，麻布（寒冷紗），漆，

砥の粉を混ぜ合わせて型を作り，その上から，幾重にも漆を塗り重ねて製

作する。

　木彫堆朱技法とは，木地に彫刻を施し，漆を塗り重ねていく技法である。

堆朱・乾漆
（ついしゅ） （かんしつ）

～新潟刑務所～





春慶塗 ～岐阜刑務所～春慶塗春慶塗春慶塗 ～岐阜刑務所～～岐阜刑務所～～岐阜刑務所～

　「春慶塗」は，江戸時代初期，領主と職人によって生み出されたものであり，

透明度の高い透き漆を使用して塗り上げることで，天然木の美しい木目が表わ

れることが特徴です。仕上がりの琥珀色が当時有名な加藤四郎左衛門（号，春

慶）の名作「飛春慶の茶壷」の色に似ていることから，春慶塗と名付けられたと

云われています。





　日本の伝統七宝焼と言われる「有線七宝焼」は，透明感のある輝きと際立っ

た輪郭が特徴で，銀箔や白釉を施した金属素地に下絵を描き，下絵の輪郭に

沿って１本１本銀線を立てた中に釉薬を入れて彩色した上で，焼き・研磨を

繰り返して一つ一つ丹精を込めて作られます。釉薬を笠松の地を流れる木曽

川の清水で溶くことから「美濃七宝焼」と命名しました。



伊賀組紐 ～三重刑務所～伊賀組紐伊賀組紐伊賀組紐 ～三重刑務所～～三重刑務所～～三重刑務所～

　伊賀組紐の始まりは古く，奈良時代以前にまで遡ると言われています。

平安時代には仏具，神具等に凝った紐が用いられるようになりました。武士階

級の時代になると甲冑や刀剣の紐が多く生産されるようになり，武具類を中心

とする組紐文化が生まれました。廃刀 が出て，武家社会が崩壊してからは，

江戸時代の伝統組紐の技術は和装に欠くことのできない帯締め，羽織紐とし

て親しまれています。近年では，ストラップなどの需要にもしっかりとその技

法が受け継がれています。



唐木細工 ～大阪刑務所～

　唐木とは，黒檀，紫檀，花梨，鉄刀木などの輸入銘木全般の総称です。

日本には，遣唐使のころ，中国から輸入したため，「唐からきた木」として「唐

木」と呼ばれるようになりました。

　唐木細工は，その唐木を材料とし，一切釘を使用せず，「ほぞ組み」や

漆を塗り重ね木目を活かして仕上げる「拭き漆塗り」等で製作される伝統

工芸の一つです。





堺式手織緞通 ～大阪刑務所～堺式手織緞通堺式手織緞通堺式手織緞通 ～大阪刑務所～～大阪刑務所～～大阪刑務所～

　堺式手織緞通は，1831 年（江戸末期　天保２年）に泉州堺において生

産を開始し，戦前戦後と国内外に盛んに生産販売をしていたが，近年の機

械化と価格競争の影響により，衰退しました。

　平成４年には，堺緞通の最後の名人と言われた，辻林峯太郎氏が亡くな

り，継承者は，ただ一人の弟子，尾関美知代氏のみとなりました。

　伝統工芸の消滅を危惧した堺式手織緞通技術保全協会は，大阪の伝統工

芸である唐木細工作業を既に行っていた大阪刑務所に働きかけ，職業訓練

として，堺緞通の製作が始まり，現在に至っています。

図や写真を参考に， 糸の色を決

め， 織り込んでいく。

織込んだ糸をたたき締め， 織物

の密度を均一にする。

糸を一定の長さに切り揃える。
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つづれ織り ～滋賀刑務所～つづれ織りつづれ織りつづれ織り ～滋賀刑務所～～滋賀刑務所～～滋賀刑務所～

　つづれ織りとは，横糸だけでデザインを表現できる西陣織の一種です。

起源がエジプトだと言われており，日本への伝来は飛鳥時代ごろに遣唐使

や遣隋使が持ち帰ったものだと考えられています。

　しかし，当時はそこまで注目されておらず，現在につながるつづれ織り

の発祥は江戸時代の西陣で，同時期から日本で本格的につづれ織りが作ら

れるようになりました。
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備前焼 ～岡山刑務所～

　備前焼は，日本六古窯といわれる「瀬戸」「常滑」「丹波」「越前」「信楽」「備

前」の中で最も歴史が古く，無釉薬で焼く技法は，およそ千年の歴史と伝

統があります。
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萩焼 ～山口刑務所～

　萩焼は，文禄慶長の役で朝鮮から日本に連れ帰られた陶工らが，1604 年

の毛利輝元の広島から萩への移城に伴い，萩の松本村に窯を開いたことか

ら歴史が始りました。
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　阿波藍染めの起源は不明ですが，一説によると，天正13年に蜂須賀家政が

藩州から国主として阿波へ入国する際，塩の製法とともに伝えられたものとい

われています。藍染の工程は，まず植物から「すくも」と呼ばれる染料を作り，

これにアルカリなどを加えて発酵させることにより藍液を作ります。糸や布を

この藍液に浸けた後，これを引き揚げ空気に触れさせることにより酸化して藍

色に染まります。この工程を繰り返すことにより濃い色に染めていきます。

藍染め ～徳島刑務所～
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蒟醤 ～高松刑務所～（きんま）

　「蒟醤（きんま）」の語源は，タイ国の薬草の実の名称で，その実を入れる器

に現在の「讃岐唐草」の紋様が飾られていたといわれています。

　何回も塗り重ねた漆に紋様を線彫りして，そのくぼみに色漆を塗り込み，表

面を研ぎ出したものです。この技法は，国の伝統的工芸品に指定を受けており

香川漆芸の代表となっています。
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佐賀錦 ～麓刑務所～佐賀錦佐賀錦佐賀錦 ～麓刑務所～～麓刑務所～～麓刑務所～

　佐賀錦織とは，金・銀を貼った特製の和紙を細かく裁断したものを経糸とし，

絹の撚糸を染色したものを緯糸として丹念に織り上げて織柄・紋様を表現す

る，技術と時間を要する織物（１日織り続けても５～７cm程度）で，日本手芸

の極致と称賛される伝統的な工芸品です。

55 56

58
57

59



籃胎漆器 ～長崎刑務所～籃胎漆器籃胎漆器籃胎漆器 ～長崎刑務所～～長崎刑務所～～長崎刑務所～

（らんたいしっき）（らんたいしっき）（らんたいしっき）（らんたいしっき）

　「籃胎漆器」とは「籃（かご）を胎（はら）んだ漆器」という意味で，明和年間

（1764 ～ 1772年）に久留米藩のおかかえ塗師によって始められ，明治２年漆

工 勝月平兵衛を招いて堅地漆器の製造となり，明治18年川崎峰次郎が竹

籠に応用して完成したのが籃胎漆器の始まりである。
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琉球紅型 ～沖縄刑務所～

　紅型（びんがた）とは13世紀が起源と言われる，沖縄を代表する伝統的な

染色技法を用いた染物で，紅型の「紅」は色全般を，「型」は模様を指してい

ます。刑務作業では，型彫りしたものを同様に紗布にカシュー（人工漆）で貼

り付け，入手や管理が難しい天然染料に代え，人工染料で染めておりますが，

色染めの手法等は伝統どおりに行っております。
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スタンプ





心をこめた手づくりの逸品

法務省矯正局成人矯正課作業係




